
2006 4月25日 　　　　開示請求

　開示請求者（原告） 　　　　　外務省
5月25日 　　特例適用通知 　開示請求者（原告）　　　　外務省

第1次開示（部分開示）
8月17日 （理由：交渉上不利益を

被る）（65頁）
10月2日 異議申立書提出

(交渉上不利益を被
12月18日 東京地裁へ1次提訴 るおそれははない）

（部分開示は違法）
2007 3月6日 　　第1回口頭弁論

3月28日 第1次開示（部分開示）
の開示(193頁）

4月27日 第2次開示（周辺資料）
(1533頁)

5月8日 　　第2回口頭弁論 追加請求
国家損害賠償補償

7月10日 　　第3回口頭弁論

9月25日 　　第4回口頭弁論
  開示請求者（原告）　　　　外務省

11月16日 　　　　　　　　　　　　　　 　第3次開示
  （5340頁)

11月26日 　　第5回口頭弁論

12月26日 　 勝訴　一年七ヶ月過ぎての不開示は違法　　　棄却　　　精神的苦痛の事実なし 　以前の12件請求

2008 1月8日 　東京高裁へ控訴

1月26日 　　12件開示
開示請求者（原告） 　　外務省

4月18日
東京地裁へ二次提訴

4月23日 控訴審　第1回口頭弁論

5月2日

5月9日

5月28日 控訴審　第2回口頭弁論　
　　取下げを提示

6月3日 　　 取下げ同意で終了

6月10日 異議申立書提出

7月1日 　　　　　　　　　第1回口頭弁論

　　　　　　　　　　　　　日韓会談文書　開示請求から今日までの流れ

第4次開示
(3482頁)

第5次開示
(16263頁)
第6次開示
(３2951頁)


